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ルーブリックを活用した初年次宿泊研修の効果測定に関する試み
―聖徳大学児童学部児童学科の Freshmen Camp の取り組みから―
石川 満佐育・岡田 了祐
　本研究では，2017 年度に聖徳大学児童学科で行われた Freshmen Camp（以下：FC）に焦点をあて，
児童学科 FC プログラムの効果を評価するための FC ルーブリックを作成すること（研究１），作成さ
れたルーブリックを用い，FC プログラムの効果測定を行うこと（研究２）の２点を目的とした。研究
１では，12 の観点について，４段階から評価が可能となる FC ルーブリックが作成された。研究２では，
新入生 309 名を対象者に，FC 実施前後の Pre 調査，Post 調査を実施し，FC プログラムの効果測定が



































































































３．聖徳大学における Freshmen Camp について
　聖徳大学の初年次教育のひとつに初年次教育研修として








































































































































　355 名のうち各調査に回答した人数は Pre 調査 349 名
（98.3%），Post 調査 348 名（98.0%）であった。２回調査
すべてに回答したものを抽出し，そのうち，欠損値を含む
データを全て除外した結果，309 名が分析対象とされた（有





られ，Post 得点のほうが Pre 得点よりも得点が高かった
（Table ４）。また，効果量の検討では 0.44 ～ 0.62 の値が
得られ４，中程度以上の効果量が示された５。
　次に，基準到達を指標として Pre 調査，Post 調査の変
化を検討するために，各項目の基準到達者の人数比を比
較した。Pre 調査，Post 調査の各 FC ルーブリック評価基
準（ルーブリックの各項目）について，４段階の到達レベ
ルにおいて基準到達者（各項目で 3.00 点以上）の人数を


















Post 調査の基準到達項目数が多ければ，全体的に FC の
目標が達成されたことになり，FC の効果が高いことを意
味する。




度数分布を Table ６に示す。また，基準到達項目数と FC
の充実度との相関を Spearman の順位相関係数によって検











を独立変数，Pre，Post 調査の FC ルーブリックの得点を























































の Pre 調査，Post 調査を実施し，FC プログラムの効果測
定が行われた。ここでは，本研究の結果を基に，学生への
支援という点から考察を述べていきたい。
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（小），r ≥ ¦.30¦（中）， r ≥ ¦.50¦（大）とした。
